
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「小野にのぼる初日の出」（長尾町） 

写真提供：小野自然写真の会 冨田治夫さん 

小
野
地
区
住
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
素
は
小
野
地
区
地

域
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
は
新
年
早
々
ま
る
で
降
っ
て
わ
い
た
よ
う
に
現
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
」
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
世
界
中
に
蔓
延
し
、
兵
庫
県
内
に
お
い
て
も
ク
ラ
ス
タ
ー
が
い
く

つ
も
発
生
す
る
な
ど
気
を
抜
く
こ
と
の
出
来
な
い
日
々
が
続
い
た
１
年
間
で
あ
り
ま
し
た
。
私
達

も
数
多
く
の
事
業
が
延
期
や
中
止
に
至
り
ま
し
た
が
、
感
染
を
警
戒
し
な
が
ら
新
し
い
生
活
様
式

を
考
慮
し
て
、
い
く
つ
か
の
事
業
は
実
施
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
ず
、
こ
こ
数
年
新
し
く
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
で
あ
る
「
小
野
陣
屋
ま

つ
り
」
を
盛
り
上
げ
る
テ
ー
マ
曲
づ
く
り
が
軌
道
に
乗
り
始
め
ま
し
た
。
地
元
の
有
志
に
オ
リ
ジ

ナ
ル
で
制
作
を
依
頼
し
、
手
作
り
の
テ
ー
マ
曲
が
完
成
間
近
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
楽
し
み
に
し
て

い
て
く
だ
さ
い
。 

さ
ら
に
、
昨
年
１２
月
１
日
の
コ
ミ
セ
ン
お
の
移
転
に
伴
い
、
小
野
工
業
高
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

部
の
皆
さ
ん
が
、
玄
関
先
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
「
ア
マ
ビ
エ
」
を
制
作
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

「
ア
マ
ビ
エ
」
は
、
疫
病
退
散
に
ご
利
益
が
あ
る
妖
怪
だ
と
話
題
に
な
り
、
昨
年
の
流
行
語
大
賞

の
一
つ
に
も
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
に
、
私
達
の
活
動
の
原
点
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
に
あ
り
ま
す
。
厳
し
い
時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
住
民
参
画
に
よ
る
よ
り
強
い
絆
を
目

指
し
て
、
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
国
内
外
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
続
け
る
状
況
を
鑑
み
、
本
年
３

月
６
日
（
土
）
、
７
日
（
日
）
に
予
定
し
て
い
た
「
第
１６
回
小
野
陣
屋
ま
つ
り
」
を
や
む
な
く

中
止
と
決
定
し
ま
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
開
催
に
向
け
、
感
染
防
止
対
策
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
再
び
感
染
増
加
期
に
入
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
断
腸
の
思
い
で
は
あ

り
ま
す
が
、
開
催
中
止
と
い
う
決
断
に
至
り
ま
し
た
。
楽
し
み
に
し
て
下
さ
っ
て
い
た
皆
様
に
は

大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
卒
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

結
び
に
、
マ
ス
ク
手
洗
い
消
毒
３
密(

密
閉
・
密
集
・
密
接)

回
避
に
注
意
し
な
が
ら
、
新
し
い

年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
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★Sinseijin 

黒田
く ろ だ

 葉月
は づ き

さん／大学生 
小野中学校卒 

 
＃『大切な存在』 

 
高校を卒業してから一人暮らしを始め、20歳になって感じることは、私を支えてくれる人達に対す

る感謝の気持ちです。わがままな私をここまで育ててくれた両親、一人暮らしを許し応援してくれる

家族の存在が 1人では生きていけないということを気づかせてくれました。また、勉強や部活を一緒

に頑張ってきた仲間や、地元を離れても繋がっていてくれる友達の存在の大切さをとても感じていま

す。その存在が有るおかげで私は 20 歳まで成長することができました。そんな私の目標はもっと強

く立派な大人になり、支えてくれた人達を支えられる存在になることです。そのためにも今は支えて

くれる人がいるという事を武器にいろいろなことに挑戦していこうと思います。 

成人式は久しぶりに会う人もいれば、いつもお世話になっている人に会う場でもあると思います。

そんな人達に感謝を伝えられる機会にもなれば良いなと思っています。人生に 1度のイベントを思い

出に残る最高のものにしましょう！！ 

 

ご成人おめでとうご

ざいます。これから

の人生が、ますます

素晴らしいものにな

りますように。 

 小野地区地域づくり協議会主催のクリスマスイルミネーションで

使用していたライトや飾りを小野地区の自治会にお譲りしました。 

 東本町自治会では、約１０年前から冬にイルミネーションを行ってい

ましたが、今年からより一層鮮やかにパワーアップしています。 

場所：東本町わくわく広場   点灯時間：１８時～２１時半 

期間：１月２３日（土）まで 

ぜひ足を運んでみてください。 

 小野地区地域づくり協議会では、『春を呼ぶ 小野陣屋まつり』にちなんだ歌と踊りを作りました。 

 誰でも歌いやすく踊りやすいをコンセプトに、小野の歴史、名所などを歌詞に取り入れた新盆踊り曲

『小野陣屋まち音頭』です。さらにもう１曲、ご当地ソング『小野まち恋しぐれ』もリリースします。

こちらは歌謡曲で踊りは想定していません。２曲とも馴染みやすい曲に仕上がっていますのでイベント

などにご活用いただければと思います。詳しくは『陣屋のまち ２月号』で紹介させていただきます。 

小野地区地域づくり協議会 プロジェクト J    

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、開催方法が変更・中止する場合があります。 
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ア
リ
ス
女
史
か
ら
の
手
紙

を
受
け
取
っ
た
満
喜
子
さ
ん

は
、
ア
メ
リ
カ
へ
向
か
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
ア
メ
リ
カ

に
着
く
と
す
ぐ
に
悲
し
い
知

ら
せ
を
受
け
ま
す
。
ア
リ
ス

女
史
は
す
で
に
亡
く
な
っ
た

と
い
う
の
で
す
。
母
と
も
慕

っ
て
い
た
ア
リ
ス
女
史
の
死

は
受
け
入
れ
が
た
い
も
の
で

し
た
が
、
悲
し
さ
を
紛
ら
わ

す
た
め
に
も
、
託
さ
れ
た
仕

事
に
集
中
し
ま
し
た
。 

 

メ
レ
ル
さ
ん
は
、
彼
女
の

気
持
ち
が
離
れ
て
し
ま
わ
な

い
か
と
、
募
る
思
い
を
何
度

も
何
度
も
手
紙
に
書
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
思
い
悩
む
時

間
が
な
い
よ
う
に
、
仕
事
に

打
ち
込
み
ま
し
た
。
満
喜
子

さ
ん
は
、
届
い
た
手
紙
を
読

む
度
に
、
彼
へ
の
思
い
を
強

く
し
た
と
言
い
ま
す
。
満
喜

子
さ
ん
が
、
日
本
に
戻
る
ま

で
に
七
か
月
と
い
う
期
間
を

要
し
ま
し
た
。
時
が
二
人
を

隔
て
て 

リ
ズ
・
満
喜
子
と
し
て
生
き

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 

 

父
の
末
徳
公
は
、
病
気
の

た
め
結
婚
式
に
は
出
席
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
娘
の
結

婚
を
喜
び
、
ヒ
ス
イ
と
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
で
作
ら
れ
た
ネ
ッ

ク
レ
ス
を
贈
っ
て
い
ま
す
。 

 

披
露
宴
は
麻
布
の
廣
岡
邸

で
行
わ
れ
、
軽
井
沢
へ
と
新

婚
旅
行
に
出
か
け
て
い
ま

す
。
以
後
、
軽
井
沢
は
二
人

の
夏
の
避
暑
地
と
な
り
、
メ

レ
ル
さ
ん
が
最
も
好
む
地
と

な
り
ま
し
た
。 

「一柳満喜子とウィリアム・メレル・ヴォーリズ」 
紙芝居より 

「劇団ヒューマンおの」が製作したビデオが、 

東播磨・北播磨地区視聴覚教材コンクール 

 
 
 

を受賞しました！！ 

小野地区ヒューマンライフ推進協議会 ＴＥＬ：63-1243  

隔
て
て
も
、
二
人
の
心
は
変

わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

満
喜
子
さ
ん
が
横
浜
港
に

着
い
た
時
、
メ
レ
ル
さ
ん
は

船
に
上
が
っ
て
、
満
喜
子
さ

ん
に
微
笑
み
か
け
ま
し
た
。

満
喜
子
さ
ん
も
そ
れ
に
応
え

ま
し
た
。
タ
ラ
ッ
プ
を
降
り

て
く
る
二
人
の
様
子
を
見
た

兄
の
廣
岡
恵
三
さ
ん
は
、
二

人
は
ど
ん
な
に
反
対
さ
れ
て

も
結
婚
す
る
と
確
信
し
た
そ

う
で
す
。
兄
は
亡
く
な
っ
た

義
母
の
廣
岡
朝
子
さ
ん
か

ら
、
満
喜
子
さ
ん
と
メ
レ
ル

さ
ん
の
結
婚
式
を
行
う
よ
う

に
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
二
人
は
１
９
１
９
（
大

正
８
）
年
の
６
月
３
日
、
メ

レ
ル
さ
ん
が
設
計
し
た
明
治

学
院
の
チ
ャ
ペ
ル
で
結
婚
式

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
二
人

の
門
出
が
四
つ
目
の
転
機
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
満

喜
子
さ
ん
は
、
華
族
で
は
な

く
、
一
人
の
人
間
、
ヴ
ォ―

リ 

地域住民と外国人技能実習生との 

心温まる交流を描いた作品 

笑顔であいさつされると気分が良いように、笑顔は会話の潤滑油です。

笑顔や表情豊かな人は、相手に気持ちが伝わりやすく、魅力的に感じられ

ます。空いた時間に、鏡の前で“笑顔のレッスン”をしてみませんか。 

不機嫌な顔になって

いないかチェックし

て、笑顔を作ってみま

しょう！ 

割りばしを加え、口角を割りばしの

ラインよりも上に持ち上げ「イ、イ、

イ・・」と発声すると効果的！ 

１０
秒
キ
ー
プ
！ 



 

日 月 火 水 木 金 土 

 
 

 

 

   １ 

 

２ 

 

３ 

 

４ 

詩吟 

 

５ 

新舞踊  

３Ｂ体操 

６ 

社交ダンス 

 

７ 

絵画 ヨガ 

手話通訳  

パン① 

８ 

合唱 詩吟 

手話通訳  

ヨガ 新舞踊 

パソコンＭ 

９ 

陶芸 吹奏楽 

悠々パソコン倶楽部 

手話通訳 朗読録音 

銭太鼓  

１０ 

吹奏楽 

将棋 

１１ 

詩吟  

 

１２ 

新舞踊 

絵手紙Ａ 

３Ｂ体操 

１３ 

合唱 

社交ダンス 

朗読録音 

詩吟 

 

１４ 

絵画 ヨガ 

手話通訳 

詩吟 

１５ 

合唱 詩吟 

手話通訳  

ヨガ 新舞踊 

パソコンM 

ハーモニカ 

１６ 

陶芸 吹奏楽 

悠々パソコン倶楽部 

写真  

朗読録音 

１７ 

吹奏楽 

合唱 

１８ 

詩吟 

絵手紙 B 

１９ 

新舞踊 

３Ｂ体操 

 

２０ 

社交ダンス 

パン③ 

 

２１ 

絵画 ヨガ 

写真 

手話通訳 

 

 

２２ 

合唱 詩吟 

手話通訳 短歌 

ヨガ 新舞踊  

パソコンＭ 

アートフラワー 

２３ 

陶芸 吹奏楽 

悠々パソコン倶楽部 

銭太鼓 

 

２４ 

将棋 

吹奏楽  

手話通訳 

２５ 

詩吟 

古文書を読む会 

 

２６ 

新舞踊 

３Ｂ体操 

２７ 

詩吟 

社交ダンス 

２８ 

絵画 ヨガ 

手話通訳 

詩吟 

２９ 

詩吟 

手話通訳 

ヨガ 新舞踊 

３０ 

陶芸 吹奏楽 

悠々パソコン倶楽部 

３１ 

吹奏楽 

合唱 

      

※サークル活動日や学校行事予定は   
１２月１５日時点の情報です。 
都合により変更になる場合があります。 

小野地区 令和２年１１月末現在 

世帯数：８,７０５世帯 

人 口：（ 男 ）１０,０３５人（ 女 ）１０,３２６人 

    （合計）２０,３６１人 

 
コミセンおのだより 陣屋のまち１月号 令和３年１月１日発行 

編集・発行 コミュニティセンターおの 小野市王子町８０１ 

      ＴＥＬ：６３-１０２０ FAX：６３-１１３８ 

 

 ８日（金）始業式 

２０日（水）～２１日（木） 

到達度テスト 

（３年生～６年生） 

２９日（金）小野市珠算大会（３年生） 

 ８日（金）始業式 

１２日（火）書き初め大会 

２０日（水）～２１日（木） 

到達度テスト 

（３年生～６年生） 

２９日（金）小野市珠算大会（３年生） 

３０日（土）第２回ＰＴＡエコプラン 

３１日（日）第２回ＰＴＡエコプラン 

      予備日 

 ８日（金）始業式 

１５日（金）避難訓練 

２２日（金）到達度テスト 

      （７年生・８年生） 

 

 休  館 

日 

★コミセンおのからのお知らせ★ 
１月１日（金）～３日（日）の３日間、コミセンおのは休館させていただきます。 

１月４日（月）からは、通常通り開館いたします。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 


